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だろうか？  世界遺産条約による自然保護には、どのような課題があるのだろうか？  
 
2 世界遺産条約における自然遺産  
 2014 年 6 月にカタールで開催された世界遺産委員会において、世界遺産リストに登録さ
れた世界遺産は 1000 件を超えた。このほとんどが文化遺産であり、自然遺産に複合遺産
（自然と文化の両面から評価された世界遺産）を合わせても 229 件、全体の 5 分の 1 に過
ぎない。では自然遺産は、地球上の生態系や生物多様性の保護に役立っていないかといえ
ば、そんなことはない。自然遺産・複合遺産の面積を合計すると約 274 万 km2（日本列島













 しかしこの難解な説明では、一体、何を指しているのかが明確でない。  
 世界遺産条約履行のための作業指針（Operational Guidelines）には、自然遺産の評価
基準（Criteria）として以下の４つが掲げられている。これは第２条の自然遺産の定義 3
項目を 4 つに再定義したものであり、世界遺産の 10 の評価基準のうち、 (vii)〜 (x)が自然
遺産の評価基準となっている。  
 





(ix)   生物進化あるいは陸上、淡水、沿岸、海洋の生態系ならびに生物群集の形成
にかかわる、今も進行中の生態学的生物学的過程（例：白神山地、小笠原諸
島）  
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 世界の文化遺産 779 件のうち、47%の 365 件がヨーロッパに所在するなど、ヨーロッパ
文化やキリスト教会などへの偏りが批判されるが、自然遺産の場合は、アジア太平洋、ア
フリカ、ラテンアメリカにも多くの自然遺産が分布し、地理的な偏りは顕著ではない。自
然遺産・複合遺産の数は、旧北区が 77 件（ 35%）と最大だが、面積から見るとオセアニア
区、オーストラリア区だけで 46%を占めている（表 1）。  
表１．世界自然遺産の数と面積比（吉田 2012）  
  世界遺産数  面積比（ %) 
旧北区  77 16 
新北区  23 9 
熱帯アジア区  23 2 
熱帯アフリカ区  42 13 
新熱帯区  35 13 
オーストラリア区  14 17 
オセアニア区  10 29 
南極区  6 1 
 
これは、米国ハワイ州のパパハナウモクアケア、キリバスのフェニックス諸島、オースト




界遺産となったためである。   
自然遺産・複合遺産のタイプを、バイオーム（生物群系）ごとに見ると、島嶼・海洋 69、
湖沼 60、山地 53、熱帯多雨林 42、熱帯乾燥林 28、熱帯草原 25 などは多いほうだが、砂




表 2. 世界自然遺産のバイオーム（生物群系）別分布  
                  （吉田 2012）  
バイオーム  世界遺産数  
ツンドラ・極地荒原  9 
温帯針葉樹林  21 
温帯広葉樹林  26 
常緑硬葉樹林  13 
亜熱帯・温帯雨林  16 
熱帯乾燥林  28 
熱帯多雨林  42 
温帯草原  8 
温帯荒原・準荒原  13 
熱帯草原・サバンナ  25 
砂漠  17 
山地混生林  53 
島嶼系  69 
湖沼系  60 
 
 このように、世界遺産条約の自然遺産・複合遺産は、全世界に広く分布し、その合計面















3 日本の自然遺産の課題  
 日本国内には、屋久島、白神山地（いずれも 1993 年登録）、知床（ 2005 年登録）、小笠
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 図 2. 白神山地のブナ林  
 





 屋久杉の森は、 16 世紀頃から京都の寺院建築や薩摩藩への税として伐採されていたが、
大正時代からチェーンソーやトロッコ軌道を用いた伐採が始まり、最盛期の 1960 年代に
は全長 26km に及ぶトロッコ軌道があった。しかし小杉谷の大部分を伐採し尽くしたこと












て指定したことが、広い面積の自然遺産の誕生につながった（吉田 2012）。  






物学的過程が現在も進行中であるという理由で世界自然遺産に登録された（ IUCN 2011）。 
 
図４ . 小笠原諸島（父島から見た兄島）  
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めている（図 6）。これらの変化をモニタリングして、早め早めに対策をとることも科学委  
 
図 6. 小笠原諸島南島のガイド引率ツアー  




 2014 年 に IUCN が 公 表 し た 世 界 遺 産 ア ウ ト ル ッ ク World Heritage Outlook
（http:/ /www.worldheritageoutlook.iucn.org）では、日本の自然遺産は 4 つの評価段階の











4 おわりに  
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